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研究成果の概要（和文）：本研究では、人類学者を中心とする学際的な共同研究を通じて、災害頻発地域であるアジア
(日本を含む)の長期的な復興過程に関する統合的・多面的な民族誌的事例研究を行った。それによって、「創造的復興
」という概念や、大矢根が「既定復興」と呼ぶ、日本の災害復興の制度の見直しを行った。日本においては歴史的に形
成された公的制度によって、復興の大きな道筋が定められている。それは復興を円滑にしているようで、実際には様々
な制約を加えている。本研究ではそのようにある意味で「当たり前」になってしまっている日本の復興の道筋を捉え直
し、よりよい、あるいは多様な復興への道筋を示した。

研究成果の概要（英文）：This is an interdisciplinary collaborative research on disaster reconstruction 
process. Based on fieldwork in Pinatubo, the Philippines (Shimizu), Aceh, Indonesia (Yamamoto), Phuket, 
Thailand (Ichinosawa), Istanbul, Turkey (Kimura), Unzen (Oyane), Kobe (Terada), Ojiya (Shigekawa), 
Minamisanriku (Yamashita), and Canterbury, New Zealand (Otani), we observed the different trajectories of 
long-term reconstruction process and trials and errors made by local communities.
Our research outcome enables us to revise critically the government-led procedure of disaster 
reconstruction in Japan. Since 1995 Hanshin-Awaji Earthquake, the linear procedure of reconstruction has 
been fixed by the official institutions. It makes the process smooth and efficient, however, 
simultaneously, it hides the resiliency and creativity of the people affected by natural disaster. As a 
constructive criticism of "creative reconstruction," we provide possible, multiple paths of disaster 
reconstruction.
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１．研究開始当初の背景 
 人類学において被災住民の対応・復興過程
を中心に研究が蓄積されるようになったの
は国内外を問わず、この 20 年ほどのことで
ある。研究代表者の清水展は 1991 年に発生
したフィリピン・ピナトゥボ火山噴火によっ
て被災した先住民アエタの復興を 10 年にわ
たって支援・研究を続け、さらに萌芽研究「防
災教育・自然災害復興支援のための地域研究
を目指して：コミットメントの経験から」
（2007～2008年度）を組織し、この分野の研
究を先導するとともに、異なる地域の災害を
研究していた研究分担者らと交流を深めて
きた。そして現地への長期的な関与を通じて、
単なる原状復帰ではない、社会変革的で発展
的なものとして復興を捉え直すことが、人類
学的な研究の意義であるという認識に至っ
た。 
 
２．研究の目的 
頻発し長期化する自然災害の被害に対し
て、物理的な被害軽減策に加えて、被災経験
を創造的な社会変容の契機へと転じること
が求められている。本研究の目的は復興過程
についての民族誌的な知見を、そうした転化
を支援するために活用する方途を探ること
にある。 

 
３．研究の方法 
本研究では、自然災害からの創造的な復興
の過程をあとづけ、それを、①復興過程に関
わる多様なアクターの「コミットメント」（自
然災害はその地域を外に対して開き、そこに
外部から新たなアクターがやってきて関与
する契機となる）、②「合意形成」（自然災害
は被災後の社会秩序を再編し、それまで社会
が抱えていた問題を再構成し、解決へと向か
う契機となりうる）、③「集合的記憶」（自然
災害の経験は被災社会において新たなアイ
デンティティを創造し、その社会の未来を構
想するリソースになりうる）という三つの観
点から整理し、さらに④社会的な活用が可能
な仕方で提示することを目指す。 
このため、適切に対象となる事例を選択し
たうえで、インテンシブな調査を行うこと、
および従来の民族誌の作成にとどまらない
提示法の開発が必要になる。こうした課題を
クリアするため、本研究では人類学を中心と
した災害研究者による学際的な共同研究と
いう形をとり、メンバーそれぞれによる継続
的なフィールドワークと、全体的な研究会で
の議論を組み合わせる形で研究を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究は、復興過程についての民族誌的な
知見を、被災地の人々が被災経験を想像的な
社会変容の契機へと転じることを支援する
ために活用する方途を探るため、人類学者を
中心とする学際的な共同研究を通じて、災害
頻発地域であるアジア(日本を含む)の長期的

な復興過程に関する統合的・多面的な民族誌
的事例研究を行った。 
 具体的には、清水が発災から 20 余年とな
るフィリピン・ピナトゥボ火山噴火被災地に
おいて、山本博之が発災から 10 年となるイ
ンド洋津波の被災地であるインドネシアの
アチェ、市野澤潤平は同じくタイのプーケッ
トにおいて、復興や記憶、これからの災害へ
の備えなどの点について、今まで継続してき
た調査の延長線上で調査を進めた。また、寺
田匡宏、重川希志依は、発災から 20 年とな
る阪神・淡路大震災の記憶や制度の問題につ
いて、寺田は特に記憶の維持と継承に焦点を
絞り、重川は被災者の生活再建に関わる制度
を中心に、調査を行った。大矢根淳は雲仙普
賢岳以降の被災地間での被災経験や復興ノ
ウハウの継承について、木村周平は発災から
15年となるトルコ・コジャエリ地震のあとの
長期の復興過程について調査を行った。 
加えて、研究計画時にはまだ発生していな
かった 2011 年の東日本大震災からの復興も
今回の研究テーマに合致しているため、一部
研究計画を変更しながら、この災害について
の調査を行った。具体的には、重川は宮城県
仙台市周辺での「見なし仮設」などの複数の
生活再建プロセスについて、大矢根は同じく
宮城県の市町村合併によって石巻市に編入
された漁村集落における自発的な復興プロ
セスについて、山下晋司は南三陸町周辺にお
ける観光を通じた復興（支援）について、木
村は岩手県大船渡市の市街地及び漁村地域
における復興プロセスについて、継続的な調
査を行い、過去の災害経験がどのように生か
されているのか（あるいはいないのか）を調
べた。 
加えて、大谷順子は本研究の申請時点では
それほど大きな問題として捉えられていな
かったニュージーランド・カンタベリーでの
2010 年から 11 年にかけて起きた群発地震後
の復興プロセスについての調査を行った。 
その成果は、日・英語を中心とした多数の
論文や著書などの形で公刊されている。全体
として大きく言えば、それは「創造的復興」
という概念や、大矢根が「既定復興」と呼ぶ、
日本の災害復興の制度の見直しを促してい
る。日本においては歴史的に形成された公的
制度によって、復興の大きな道筋が定められ
ている。それは復興を円滑にしているようで、
実際には様々な制約を加えている。本研究で
はそのようにある意味で「当たり前」になっ
てしまっている日本の復興の道筋を捉え直
し、よりよい、あるいは多様な復興への道筋
を示した。 
こうした研究成果は「新しい人間と社会の
創造」をキーワードとして、2015年度中に公
刊予定の清水展・木村周平(編)『新しい人間・
新しい社会』京都大学学術出版会においてま
とめられる予定である。 
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